
情報公開第00506号
令和2年6月18日

弁護士山中理司様

外務省大臣官房総務課
公文書監理室

行政文書の開示の実施について（通知）

令和2年6月8日付け「行政文書の開示の実施方法等申出書」を受領しましたの
で，下記の文書を開示します。

記

開示請求のあった行政文書の名称等

外務省感染症危険情報の発出手続について定めた文書（外務省HPに掲載されて
いるものは除く。 ）

1

2 開示請求番号2020-00012

本件に関する問い合わせ先

〒100-8919 東京都千代田区霞が関二丁目2番1号
外務省大臣官房総務課公文書監理室
電話:03-5501-8068 FAX:03-5501-8067

3

本件に関するお問い合わせの際には，上記2の開示請求番号をお知らせください。

以上
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下記の件に関し、決裁を求めます。 （関係文書別添）

件名

『感染症危険情報』の運用方法の変更について
領那局政莱繩 0015947
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(決裁事項）

②「感染症危険楕報」の運用を改訂し， 『危険情報』の4つのレベルを使用し

て,WHO等国際機関の対応や，発生国。地域の状況及び主要国の対応等を

総合的に勘案して発出することとし，状況に応じた感染症特有の注意事項を

付記することとする（詳細以下2参照)。

⑥主な変更点は,新しい『危険情報』に合わせる形で4つのレベル分けを行う

ことと,WHOによるPHEICの宣言等に至る前でも『十分注意してくだ

さい」 （最も低いレベル）を発出できるようにすること。 （改訂のタイミング

は, 9月に予定されている新しい「危険情報jの運用開始に合わせる｡）

（1）感染症の流行に関して邦人に注意喚起を行う『感染症危険情報」は，感

染症特有の性質を踏まえ，従来， 『危険情報」の4つのレベル分けは使用せ

ずに，独自の目安で発出されてきた（別紙1 ：現在の発出目安)。また，発

出時には， 『感染症危険情報』の内容を， 『危険情報」に適切に反映する運

用を行ってきた。これに対し‘国会議員等より， 『感染症危険情報』の文言

やレベル分けがわかりにくいとの指摘がなされてきた（別紙2:S月10
日予算委質疑)。

（2）これも踏まえ， 『在外邦人の安全対策強化に係る検討チーム』において，

わかりやすい情報発信のあり方について検討した際，渡航情報を国民にと

ってさらにわかりやすくするため， 『感染症危険情報』についても， 「危険

情報」の4つのカチゴIノーを使用して危険度のレベルを明示することとす

るとの提言がなされた（以下【参考1】参照)。

(3)なお，『危険情報」については, 『在外邦人の安全対策強化に係る検討チー

ーム』の提言に基づき， 4つの危険レベルの表現ぶりを変更することとな

っている。

。
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【参考1】「在外邦人の安全対策強化に係る検討チーム」の提言関連部分抜粋

「感染症危険情報」については，危険度について明確なレベル分けがなかったところ，

今後は，危険情報の4つのカテゴリーを使用して，危険度のレペルを明示することとする。

『感染症危険情報』が発出されている間は‘そのレベルを危険情報のレベルに反映させる

ことにより整合性を維持すると共に，感染症特有の注意喚起を，状況に応じて付記，それ

ぞれの概要説明を海外安全ホームページ上に記載することとする。

’

！

’
【参考2】「渡航情報』 （9月1日以降は「海外安全情報」と改称）の構成

①危険情報一-－－－－－－①,『感染症危険情報上

’
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②スポット情報

③広域情報

④安全対策基礎データ

⑤テロ・誘拐情勢

【参考s】危険情報の4つのレベルの新たな表現及び説明(9月変更予定）

｢十分注意してください｡」‐

その国・地域への渡航滞在に当たって危険を避けていただくため特別な注意が必要で

す。

『丞要不急の渡航は止めてください.｣ー

不要不急の渡航は止 渡航する場合には特別な注意を払めてくださいその国・地域への

うとともに，十分なiとともに，十分な安全対策を取ってください。

｢渡航は止めてください。 （渡航中止勧告)｣）

その国・地域への渡航は， どのような目的であれ止めてください。 (場合によっては，現

地に滞在している日本人の方々に対して退避の可能性や準備を促すメッセージを含むこ

とがあります｡）

｢退避してください｡渡航は止めてください。 （退避勧告)」

滞在地から，安全な国・地域へ燭詮その国・地域に滞在している方は

の状況では，当然のことながら，

してください
一
」

どのような目的であれ新たな渡航は止めてください。

【参考4】これまでの「感染症危険情報』発出例

⑬エボラ出血熱の流行(2014年8月8日付け。ギ鰯ア， リベリア，シエラレオネ）

《渡航者向け》

「不要不急の渡航は延期してください。一旦入国しても‘商業便の運航停止などにより，

出国できなくなる可能性があることに留意してください｡j

《在留邦人向け》

『商業便の運航停止などにより，出国できなくなる可能性及び現地で十分な医療が受けら

れなくなる可能性があります。これらを踏まえ，早めの退避を検討してください｡』

「帰国に際しては，経由地及び日本国内の空港等で停留される可能性がありますので留意

してください｡」

(X2015年5月10員に， リベリアでの終息宣言を受け，ギニア・シエラレオネを対

象とした感染症危険情報を改めて発出｡）

》

③豚インフルエンザの流行(2009年4月28日付け。メキシコ）

《渡航者向け》

『不要不急の渡航は延期してください｡」
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《在留邦人向け》

『不要不急の外出は控え、十分な食料向飲料水の備蓄とともに、安全な場所にとどまり、

感染防止対策を徹底してください｡」

『今後、出国制限が行われる可能性又は現地で十分な医療が受けられなくなる可能性があ

りますので、メキシコからの退避が可能な方は、早めの退避を検討してください｡」

（1） 『感染症危険情報』は， 『危険情報」の4つのレベルを使用しつつ,WH

O等国際機関の対応や，発生国白地域の状況及び主要国の対応等を総合的に勘
〃とI

危険レベル 発出の目安

『十分注意してください｡』 ･特定の感染症に対し，国際保健規則(IHR)第

49条に規定する緊急委員会が開催され，同委員

会の結果から，渡航に危険が伴量と認められる

場合等。

｢不要不急の渡航は止めてく

ださい｡」

･特定の感染症に対し, IHR第49条に規定する

緊急委員会において，同第12条に規定する_正璽

瞳
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（2）国民にとってわかりやすい情報とするため上記（1）のレベル毎の表

現に収まらない感染症特有の注意事項を状況に応じて追加で付記する。以下は

代表的な例であり，実際の状況に応じて柔軟に注意事項を付記する。
／

注意事項 発出の目安

商業便が運行停止となるなど，出国で

きなくなる恐れがある場合等。

『出国できなくなる恐れがありますの

で， （早期の）退避を検討してくださ

い｡』

現地の医療体制が脆弱で、当該感染症

及びその他の疾病について十分な医療

が受けられない恐れがある場合等。

『現地で十分な医療が受けられなくな

る恐れがありますので， （早期の）退避

を検討してください｡』

WHOの感染拡大封じ込め措置によっ

て封鎖された国・地域の邦人に対し，

同措置への協力を呼びかける場合等。

『現地の安全な場所に留まり，感染対

策を徹底してください｡』

（3） 「感染症危険情報」を発出する又はレベルの引き上げを行う場合には，危

険情報と整合性のとれた形で行うため，危険情報を上回るレベルの『感染症危

険情報」を発出する場合は，それに伴い当該国・地域についての危険情報も引

き上げる（『危険情報」が発出されていない場合は，新たに発出する。また，感

染症以外の要因により， 『危険情報」が「感染症危険情報」よりも高いレベルで

あることは差し支えない｡)。

（4） 「感染症危険情報」は，別途領安主管にて対応中の， 「危険情報」の表現

についての改訂が行われるタイミング（9月予定）に併せて，本決裁書のとお

り発出方法の変更を行うこととする。本変更及び新たな表現の説明ぶりについ

ては，変更日を明記の上，事前に在外公館へ公電で通報するとともに関係団体

へ通知する。また，変更後，海外安全ホームページに掲載する（いずれも文面

は別途決裁)。

（了）
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その1:概要

『感染症危険情報｣は､新型インフルエンザ等危険度の高い感染症に関し､渡航｡滞在にあたっ
て特に注意が必要と考えられる国｡地域について発出される渡航情報です。

感染症の流行状況に基づいて､渡航や滞在に関する注意事項を冒頭に示し､本文中には『感
染症危険情報｣を発出している国画地域ごとの詳細(感染者数や死亡者数など)や予防対策など
の情報を掲載しています。

ページの先頭に戻る

そのZ:『感染症危険情報』発出の目安

'・外務省は､海外での感染症の発生初期の段階では､基本的に『広域情報｣及び｢スポツ器情
報｣により､一般的な注意喚起を行います。そして､新型インフルエンザの発生が予測される
場合､あるいは未知･既知の感染症の流行の拡大が懸念される場合には､世界保健機関
(WHO)による勧告や､発生国地域の状況(感染状況､現地医療体制等)､主要国の対応
等を総合的に勘案して､｢感染症危険情報jを発出します。

2．『感染症危険情報｣の発出後も､『広域情報』や『スポット情報』により､最新の情報を提供し
ます。

3「感染症危険情報｣の発出の目安
『感染症危険情報｣の発出の目安は以下のとおりです。

の｢Ⅲ水際対策に(なお,これらの表現ぶりは、
関するガイFライン3，海外§関するガイFﾗｲﾝ3.海外発

東脆

生期の初動対応(3)感染症危険情報の発出等｣を参考にして
いますが､状況に応じて内容が異なります。

※(PHEIC:PublicHea肋EmeIgencyofIntemationalConcem，
「国際的に懸念される公衆の保健上の緊急事態』）

I I I

http:"Www.anzenmofa.gojphnasters/kanseIUisk.html 2015/06/18

COにおいて新型インフルエンザ等
の発生の疑いや特定の感染症に
対して,WHO勧告(朋副C等)※
の発出が検討される場合など

＜渡航者向け＞

｢OOへの不要不急の渡航については,延期も含め検
討してください』
＜在留邦人向け＞
『COからの今後の退避の可能性も含めあらかじめ検
討してください』

COにおいて新型インフルエンザ等
の発生が確認されたとき
または

特定の感染症に対して,WHO勧
告(朋副C等)が発出されたとき
など

く渡航者向け＞
｢COへの不要不急の渡航は延期してください｡」
＜在留邦人向け＞
｢OOから,今後,出国が出来なくなる可能性及び現地
で十分な医療が受けられなくなる可能性もあります｡こ
れらを踏まえ､退避については,これらの点も含め検
討してください｡」
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＜渡航者向け＞

目的のいかんを問わず,渡航を自粛してください。
＜在留邦人向け＞
退避を勧告します。

感染が拡大し､パンデミックの危

険に達した場合

(WHOの感染拡大封じ込め措置によって封鎖された

国｡地域の邦人には,同措置への協力を呼び掛け
る。）

｢現地の安全な場所に留まり，感染防止対策を徹底し
てください｡」

例外的ケース

※発生国当局が出国禁止措置を
とった場合等

4.感染症危険情報の解除
WHOが当該感染症の流行状況の終息等を宣言するなどの状況を勘案し､感染症危険情報
を解除します。
なお､新型インフルエンザ等感染症の出現時期や流行規模､感染拡大の速度を完全に予測
することは困難です。日頃から最新の関連情報に注意し､状況が悪化する場合、自ら迅速に
対応できる準備を心がけてください。

i

19

(参考）
改訂WHOリスクマネージメントガイダンス(案)におけるパンデミックインフルエンザ警戒フェー

ズの概要

（仮訳:厚労省健康管理局新型インフルエンザ対策推進室）
1．背景
平成25年6月10日,WHOが新型インフルエンザの警戒フェーズを改訂したガイダンス案
(WHOPandemicInfluenzaRiskManagementInterimGuidance)を公表した。
2.主な方針
WHOのリスクアセスメントを考慮しつつ,各国が独自にリスクアセスメントを行い｡それに基

’

づいた対策を講じることが求められている。

3.新しいパンデミック警戒フェーズの基準
新型インフルエンザウイルスの世界的な広がりに応じて4段階とし,新型インフルエン堂立王

｛

するものとしている。レスの世界の平均的な流行 《 こめに

(図:改訂ガイダンス(案)におけるパンデミックフェーズの推移イメージ）
世界的な大流行の確認 ‘

パンデミック期

(RISKASSSSMENT) 抄4 旬

ﾛ碕叩脚蝿恥“ …蝿 R…叩 ，‘"'""鯛 ’

（1）パンデミックとパンデミックの間の時期(Interpandemicphase)
新型インフルエンザによるパンデミックとパンデミックの間の段階。

(2)警戒期(Alertphase)
新しい亜型のインフルエンザの人への感染が確認された段階。

（3）パンデミック期(Pandemicphase)
新しい亜型のインフルエンザの人への感染が世界的に拡大した段階。
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(4)移行期(Transitionphase)
世界的なリスクが下がり,世界的な対応の段階的縮小や国ごとの対策の縮小等が起こりうる

段階。

その3:｢感染症危険情報｣を使いこなそう

海外で流行している感染症に関する情報は, 「医療･健康関連情報｣のページにまとめられてお
り，感染症危険情報はこのページ内に掲載されています｡

(1)感染症危険情報へのアクセス方法①

海外安全ホームページ｣のﾄｯブページ左下にある｢医療･健康関連情報｣のリンクをクリックす
ると,医療･健康関連情報のﾄｯブページが開きます｡
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在発出されている,感染症危険情報等が確認出来ます。
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(2)感染症危険情報へのアクセス方法②

感染症危険情報が,発出されている場合には,その国･地域の｢スポット情報･危険情報｣の
ページにも下記のように表示されていますので,リンクをクリックすれば,詳細を確認することが
できます。
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(3)感染症危険情報の構成

感染症危険情報は,一般的に次の基本形により構成されています｡是非本文の最後までじっく
りと読んでいただき､実際の渡航･滞在にあたっての参考として下さい。（｢感染症危険情報｣の
基本フォーム）

１
１

1
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ページの先頭に戻る

その4:ワンポイント･アドバイス

(1)『感染症危険情報｣を発出する目安は､概ね以下のとおりです

『感染症危険情報｣は､感染症の流行により、日本人の安全にとり悪影響が及ぶ可能性がある
場合に蕊その国･地域に対し発出し､渡航鰯滞在者に注意を呼びかけるものです｡また､事態の
重大性如何によっては､｢感染症危険情報｣の中で｢渡航の延期｣や｢退避』を呼びかけることも
あります。

すなわち､ある国･地域において、日本人の｢生命･身体｣に危害を及ぼす事案が現実に存在
し､それがある程度継続的に発生している場合､または､治安等の悪化により、日本人の安全
にとり何らかの悪影響が及ぶ可能性がある場合には､その国地域に対し｢危険情報｣を発出
し､渡航･滞在者に注意を呼びかけることとしています｡また､事態の重大性如何によっては、
｢危険情報』の中で『渡航の延期｣や｢退避｣を呼びかけることもあります。

(2)｢感染症危険情報｣は､皆さんが渡航画滞在する際の判断材料です

感染症危険情報それ自体には､国民の渡航･滞在を制限するような強制力はありません｡危険
情報は先に記したとおり､あくまでもその国｡地域の安全対策の目安を示したものです｡最終的
に渡航や退避の判断をするのは皆さん自身です｡その際には､この危険情報を参考に適切な
判断をしていただきたいと思います。

(3)『感染症危険楕報｣が出ていない国･地域も安全とは限りません

1．世界各国には，日本では流行していない様々な風土病や感染症が存在します｡危険情

報が発出されていないからといって､即その国が安全ということにはつながりません｡海

http://Www・anzen.mofil.gojp/masters/kansen_risk.html 2015/06/18
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外では『自分の身は自分で守る｣という意識を持って,渡航前から現地の情報を収集し，
必要な予防接種を受けるなどの必要な対策をとっておくことが重要です。
2.外務省は､感染症危険情報の他にも､｢広域情報｣や｢スポット情報』として､感染症に関
する情報を､このホームページ上に掲載しています(感染症関連情報：
httP:"Www.an剛加ofa.gojp/kaian_Search/index.html)｡また､世界のほとんどの国を対象
にした｢安全対策基礎データ』にも､その国･地域で注意が必要な風土病や感染症等の情
報を掲載しています｡さらに,各地の在外公館に勤める医務官が現地の医療事情等につ
いてまとめた『世界の医療事情｣(http:"www.mofa.gojp/mofai/tokohnedi/index.html)で
は,現地でかかりやすい感染症情報の他現地医療機関や予防接種等の情報も掲載し
ています｡また,厚生労働省検疫所のホームページ(http:"Ⅷ脚加rth.gojp/)でも最新の
感染症発生状況をはじめ,病気の概要や注意事項など,様々な感染症関連情報が提供
されています｡これらの惰報も感染症危険情報と同様に､安全な渡航･滞在のための基
礎資料として役立てていただきたいと思います

(4)『感染症危険情報』が出ても自動的に旅行会社の主催旅行が中止になることはあ域ませ
ん

1．感染症危険情報には強制力はありませんので､旅行会社も個人と同様､感染症危険情
報の有無にかかわらず､自己の責任において主催旅行の実施を判断しています。
2.旅行会社によっては､外務省の危険情報のレベルに応じて､主催旅行の取り止めや顧客
からのキャンセル料徴収の要否を決めているようですが､これらは旅行会社が自らの判
断で行っていることです｡国民の皆様から外務省に対して､『危険楕報のレベルが低いか
ら旅行会社からキャンセル料を取られてしまう｡レベルを上げて欲しい｣といった要望や照
会が度々あります｡しかしながら､外務省は､前述のとお甥国民の安全(生命･身体への
影響)を判断基準として危険情報を出しているものであり､キャンセル料の問題を始め旅
行契約に関する事項はあくまでも､旅行会社と顧客との間で解決すべき問題ですので､こ
の点はご理解頂きたいと思います。
3.信頼性の高い旅行会社は､当然のことながら顧客の安全を第一に考えるものです｡旅行
会社を選ぶ際には､料金の安さばかりではなく､その会社の安全対策についての考え方
（現地の安全に関する情報をきちんと提供してくれるか､どういう判断基準で主催旅行を
中止するのか､また実施する際にはどういった安全対策を行うのか等)を事前に十分聞
いた上で､判断することが大切です。

ページの先頭に戻る
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ら
な
い
刑

鯛
で
死
刑
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
あ
り
方
だ
と
か
、
そ

れ
か
ら
、
も
し
、
死
刑
が
我
が
国
に
も
あ
る
ん
だ
か
ら
他

国
で
死
刑
を
す
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
、
そ
れ
は
内
政

干
渉
だ
、
こ
う
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ま
た
も
う
一
つ
大
き

な
輪
点
と
し
て
、
や
は
り
執
行
の
仕
方
、
例
え
ば
、
我
が

国
で
行
わ
れ
て
い
る
執
行
方
法
と
違
易
入
国
に
よ
っ
て
は

石
打
ち
刑
な
ど
と
い
う
の
も
あ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
、

こ
う
し
た
執
行
方
法
で
あ
っ
て
も
、
我
が
国
は
、

そ
れ
に
つ
い
て
、
内
政
干
渉
だ
と
い
う
こ
と
で
、
関
心
を

示
す
と
い
う
寵
見
淡
明
に
と
ど
ま
る
の
か
。
大
臣
、
こ
れ

に
つ
い
て
や
は
り
少
し
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
う
わ
け
で
す
ね
。

手
ご
フ
い
う
轡
鐸
啄
で
、

や
は
り
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
少

な
く
ど
も
年
に
二
回
、
こ
う
し
た
脅
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
面

会
に
行
っ
て
み
え
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う

し
た
面
会
の
図
数
を
外
務
省
と
し
て
ふ
や
し
て
い
く
、
ほ

か
の
刑
嗣
の
受
刑
者
の
皆
さ
ん
方
も
年
に
二
回
の
面
会
だ

そ
う
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
死
刑
の
砿
定
判
決
も
し
く

は
死
刑
判
決
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
方
々
に
対
し
て
、

よ
り
領
事
の
面
会
の
回
数
を
ふ
や
す
と
か
、
ま
ず
そ
れ
は

で
き
る
は
ず
で
す
噂

さ
ら
に
貢
え
ば
、
我
が
国
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
伝
逮
の
七
鯉
躍
と
し
て
、
鯛
心
を
持
っ
て
い
る
と

い
う
程
度
の
鯖
で
は
な
く
て
、
我
が
国
と
し
て
、
在
留
邦

人
保
硬
の
あ
り
方
の
観
点
か
ら
、
こ
う
し
た
刑
踊
の
差
、

内
政
干
渉
だ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
我
が
国
の
一

つ
の
目
安
を
何
か
示
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
。

先
ほ
ど
お
蔭
雀
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
我
が
国
で
は
死

刑
爵
で
朗
わ
れ
な
い
、
そ
う
い
う
刑
嗣
で
あ
り
な
が
ら
、

死
刑
を
求
刑
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
執
行
さ
れ
る
、
そ

う
し
た
日
本
人
が
出
て
く
る
こ
と
に
対
し
て
、
大
臣
の
お

考
え
と
、
そ
し
て
、
今
承
が
お
鯖
を
し
ま
し
た
よ
う
に
、

こ
う
し
た
皆
さ
ん
方
に
対
し
て
日
本
政
府
と
し
て
し
っ
か

り
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
た
め
の
取
り
紐
み
の
あ
り
方
を

検
街
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
御
見
解
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｏ
岸
田
国
我
大
臣
ま
ず
、
各
国
に
お
い
て
い
か
な
る
犯

罪
に
い
か
な
る
刑
嗣
を
科
す
る
か
と
い
う
の
は
、
そ
の
国

に
お
け
る
犯
罪
察
情
で
す
と
か
刑
事
政
雄
で
す
と
か
、
そ

う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
各
国
の
国
内
事
悩
に
馬
す
る

●

問
題
だ
と
は
考
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
に
、
特
に
死
刑
判
決

が
出
た
渦
合
な
ど
に
お
け
る
我
が
国
国
内
の
国
民
感
悩
等

を
し
っ
か
り
考
慰
し
て
、
我
が
国
と
し
て
は
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

其
体
的
に
は
、
理
由
と
な
っ
た
犯
罪
の
中
身
で
す
と

か
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
備
を
個
別
具
体
的
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
御
指
摘
の
点
等
も

踏
茜
え
な
が
ら
、
我
が
国
と
し
て
適
切
に
対
応
す
る
と
い

う
姿
勢
は
大
事
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

Ｏ
岡
本
（
充
）
分
科
興
今
、
適
切
に
と
い
う
鱈
の
中
で
、

関
心
を
表
明
す
る
と
い
う
く
だ
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
げ

て
い
る
よ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
我
が
国
と
し
て
、

こ
う
し
た
、
我
が
国
の
量
刑
と
比
べ
て
箸
し
く
差
が
あ

る
、
特
に
死
刑
に
関
し
て
で
す
ね
、
懲
役
何
年
と
い
う
年

数
ま
で
の
話
を
曾
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
、
死
刑
に
関

し
て
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
や
は
り
我
が
国
と
差
が
あ
る

溺
合
に
は
、
日
本
国
と
し
て
、
国
民
感
捕
も
も
ち
ろ
ん
重

要
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
や
は
り
邦
人
保
護
の
観
点
で

い
っ
て
も
、
こ
れ
は
や
は
り
政
府
と
し
て
、
今
行
っ
て
い

る
対
応
よ
り
強
い
対
応
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
思
っ
て
い
る
ん
で

す
ｂ
そ
れ
に
つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
。

Ｏ
岸
田
国
務
大
臣
華
本
的
に
は
、
い
か
な
る
犯
罪
に
い

か
な
る
刑
嗣
を
科
す
る
か
は
各
国
の
国
内
事
傭
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
は
考
え
ま
す
が
、
御
指
綱
の
よ
う
に
、
特
に

死
刑
判
決
等
が
出
た
際
に
は
、
我
が
国
と
し
ま
し
て
対
応

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
い
ま
す
℃
そ

し
て
、
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
建
個
別
具
体
的
に
考

え
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
画

Ｑ
岡
潮
劇
翌
朝
劉
測
そ
こ
は
や
は
り
、
我
が
国
の
邦
人

保
獲
の
あ
り
方
と
し
て
し
っ
か
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
御
検
肘
を

加
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
ま
た
い
ず
れ
か
の

と
き
に
私
も
こ
れ
を
聞
匙
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

G ●

●

●

さ
て
、
最
後
に
少
し
＄
感
染
癌
な
ど
に
よ
る
、
白
暴
災

書
も
そ
う
で
す
ね
、
人
に
よ
ら
な
い
、
今
、
さ
ま
ざ
ま
な

退
避
勧
告
が
出
て
い
る
国
が
あ
る
。
テ
ロ
に
し
ろ
、
そ
し

て
沌
孫
に
し
ろ
、
治
安
傭
勢
に
し
ろ
、
人
が
か
か
わ
る
こ

と
で
退
避
鋤
告
が
出
る
と
い
う
賭
と
は
別
に
、
例
え
ば
感

染
症
だ
、
自
然
災
害
だ
、
こ
う
い
う
と
き
に
、
や
は
り
渡

紘
の
是
非
を
検
財
す
る
べ
き
だ
と
い
う
状
況
に
賭
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
℃
こ
う
い
う
と
き
に
出
す
梢
報
、
き

の
う
＊
Ｉ
ム
ペ
ー
ジ
を
見
寵
し
た
け
れ
ど
も
、
大
慶
わ
か

り
づ
ら
い
、
申
し
わ
け
な
い
で
す
け
れ
ど
も
。
湛
、
見
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
表
現
だ
と
、
不
要
不

急
の
渡
航
に
つ
い
て
は
延
期
も
含
め
て
投
酎
し
て
く
だ
さ

い
、
不
急
不
要
の
渡
愈
は
廷
期
し
て
く
だ
さ
噸
。

ど
っ
ち

が
重
い
の
か
わ
か
ら
な
い
で
す
ね
、
大
臣
。
不
要
不
忽
と

不
急
不
要
、
一
段
的
に
ど
っ
ち
が
重
い
か
。
外
務
省
は
こ

れ
で
段
階
を
つ
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
表
現
も

見
亜
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
し
、
や
は
り
わ
か
り
や

す
い
表
現
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
護

は
思
い
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
大
臣
、
御
検
肘
い
た
超
い

て
謹
誓
を
求
め
た
い
と
思
い
ま
玄
か
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
○
鱒
霊
園
園
塞
写
大
臣
わ
か
り
や
す
い
楠
磁
涜
轤
孫
那
稔
篭
毒
だ

と
い
う
御
相
摘
は
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
蛍
す
・

御
鵠
掻
禰
の
噛
醇
采
撞
備
旛
踊
珊
報
で
す
が
、

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る

勧
告
を
踏
ま
え
て
発
出
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
他
の
危
険

愉
報
と
は
ま
た
少
し
性
質
の
違
う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う

こ
シ
テ
⑨
翻
和
い
て
お
ｈ
墓
産
か
も

例
え
ば
、

治
安
憎
勢
悪
化
に
伴
勃
対
錐
と
し
ま
し
て
は

危
険
飽
域
か
ら
の
早
急
な
退
避
が
遜
本
と
な
り
ま
す
が
、

感
染
症
の
場
合
に
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
状
懸
に
至
っ
た

溌
合
に
は
外
出
す
る
こ
と
自
体
が
危
険
で
あ
る
と
か
、
対

外
遜
餓
が
不
可
館
と
な
る
湯
合
も
あ
る
と
い
っ
た
、
こ
う

し
た
特
有
の
事
情
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
危
険
レ
ベ
ル

の
区
分
け
自
体
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
な
ど
、
発
出
の

仕
方
の
難
し
さ
も
あ
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま

す
画
可
龍
な
範
囲
で
、

感
染
湧
癖
催
騒
彊
靭
の
内
容
を
、
国
ご

と
に
発
出
し
て
い
る
四
段
砿
の
危
険
情
報
に
適
切
に
反
暁

さ
せ
る
よ
う
努
力
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
結
果
と
し

て
わ
か
り
に
く
い
と
い
う
御
指
描
が
あ
る
と
し
た
な
ら

ば
、
こ
れ
は
嫌
虚
に
受
け
と
め
、
引
営
続
き
適
切
な
憎
報

発
槍
に
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え

ま
す
。

Ｏ
岡
本
（
韮
分
科
貝
殻
後
に
お
腰
い
し
た
い
ん
で
す
け

れ
ど
も
、
い
ざ
退
避
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
き
に
、
残

念
な
が
ら
、
日
本
の
所
有
槻
が
飛
ん
で
い
な
い
、
日
本
国

の
会
社
の
所
有
機
が
飛
ん
で
い
な
い
蝋
城
な
ど
も
あ
り
ま

寸
も
飽
国
の
所
宥
擬
に
譜
乗
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き

も
あ
り
ま
す
。

き
の
う
の
役
所
の
轡
さ
ん
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の

中
で
は
、

民
関
銃
空
会
社
と
一
邦
人
が
そ
れ
ぞ
れ
交
渉
し

て
も
ら
っ
て
、
退
避
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に
染

る
飛
行
機
を
決
め
る
と
い
う
賭
で
あ
り
寵
し
た
け
れ
ど

も
、
や
は
り
、
混
乱
を
す
る
中
で
在
外
公
館
の
力
が
必
要

な
と
き
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
そ
う
し
た
折
に
は
在
外
公

館
が
あ
ら
ゆ
る
面
で
笛
力
を
惜
し
ま
な
い
と
い
う
こ
と
を

大
臣
に
御
表
明
い
た
だ
い
て
、
笈
の
貿
間
を
終
わ
り
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

Ｏ
岸
田
国
務
大
臣
在
留
邦
人
が
退
避
す
る
に
当
た
っ
て

在
外
公
館
と
し
て
全
力
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

御
箱
錘
調
の
と
お
り
で
あ
り
と
星
ろ

鯉
窒
機
の
座
塵
寺
の
蕊
搾
に
つ
い
て
も
、
奔
埼
秒
公
館
と

し
て
座
席
の
穂
保
の
た
め
に
し
っ
か
り
支
擾
を
し
て
い
か


